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かゥた｡この事か6,最高位段丘面は湖成層の原因では夜(,湖成層がかな9開折を受けて後に厚

い凍層の堆横があ9,その上に火山灰性ロームを載せているのi; この湖成層壮非常に古いものと

考えられる｡ぜk,湖成層堆横当時の原画は,現在の海抜高度で540m以上と考えられる亀 将

領町南方の赤城山山麓崖の露蔑観察によ9,舌招田湖の成因を赤城火山岩砕流の柵下附近における

利根川のせき止めとする説は矛盾L, 他の成因を考えねばをら夜い草が考えられ転

〔土地利用及び要約〕 土地利用については現在の沼田市.利根郡川場村.白沢村.昭和村.月

夜野町の地域を対象とし,調査にあたゥてQi,旧町村現 次に各旧町村から1-2づつ,地形面に

関連盲せて18集落%,更にそこから1･戸づつ農家を選び,主に198L5年農林センサス及び現地

での聞き込みを主な資料として考察したB沼田盆地の鼻薬は従来の尊重と普通畑作物との組み合わ

せによる自給的農業から,最近車重と多種類の特徴的を商品作物 (ホップ.こんにゃく.加工 トマ

I.9んと.たばこ等 )の栽培とを組み合わせた農業に変化し多角的な方向を示して来ているOこ

めようを多角性は,第1に自然条件(特に気候･地形 ),第2に国道,上越線などによる変通立地

の優位性 第5に地形の影卒によ9永田が少をい事から 換金作物栽培を積極的に取入か,農業を

主体としていこうとする農家が多い事,その場合自然条件から何種類もの作物栽培が可能であ9,

農家経営の安全性を考える農家が多い事,また2-5種難に限った専業化-の過程として試行錯誤

している状態である亀 為政者剛も適地適作による主産地形成に熱心である事をどの農業経営面で

の乗馬 以上の条件によ9もたらされたと考えられる｡

浅間火山東北東の地理学的考察

一北軽井沢開拓地の酪農を中心として-

細 井 玲 子

浅間火山東北麓の地域性を把握するため拓北軽井沢開拓地における解義を中心として考察を行っ

た｡現ち 酪農専業で経営を成9立たせるために粍 乳牛妊 1戸当9平均最低15頭必要であるカ～

本地域の1.戸当9平均排他が4.町歩であるため7-8演が限度である｡ ここ妊穣高9ふ0-1180rn

という高冷地であD,東京へ トラRJクで4･時間という位置にあるたb,軍令地裁菜を通産に組み合

わせた酸鼻経営を行っている｡本地晩は酪農専業地域で比をいカi 開拓酪農地域としては注目すべ

ノき所である｡
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§自 然

1 気 候

本地域の気候仕,無霜期間が110日であること,夏期に冷涼湿潤(8月平均22℃,2甲御 )

であることが特徴であるb無痛期間が短かいことが平地のようを稀作中心の鼻菜が行え夜hことを,

北軽井沢開拓地区の地形分類及び軸拓郎譲位敬鳴海
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洩間鯛
火山性丘陵

熊石流磯顔面

火砕流確報衛 1

火砕流堆耕南2

河樺段丘面

鍵及び沓鷹



R,夏期に玲線湿潤であることが牧草成育に適していることをあらわLi 草地農法による酪農を成

9立たせているC,

2 地 形

藩地域oJ地形は浅間火山の噴出物にまゥて構成賃れ宣いるo酪農成立のための自然的基礎条件の

1つとして土地の性質を知るために浅間火山裾野における表層物糞の分布状態を正確に調べること

を地形分類の作業の目的とした｡地形面は基盤岩山地斜面･浅間牧場火山性丘陵.泥流丘 (溶岩丘 )

韓石蹄堆横面･前掛山岳期溶岩流地形面･火砕流堆横面T･∬･泥流地形面Ⅰ･甘,前掛山新期溶

岩流(鬼押出)地形市.河岸段丘Ⅰ･甘･五･扇状地.崖谷底及び急斜面に分類した｡

§酪 農

上述のよう夜自然条件をもった本地域の中T,集落別に見ると酪轟の成立条件に開きがあ9,そ

れによって酪農の成立しやすい地区と, しに くい地区とにわけられる｡前者が北範第1地区,後者

力対ヒ範第2地区･Tあるo

自然条件を見ると,両地区の標高の適いによって無霜期間は第1地茎1･20日,第2地区 100

日と在るD又その位置する地形面の新旧の違いによって表層土壌は第1地区では腐植が厚さ17n程

度あ9生産力も高いが,第2地区では大き夜火山弾を混じる土地が多く,腐植は50cm弱で火山死

質であ9生産力は低いO自然条件の違いによって牧草刈取回数は第1地区で年5匝ら第2地区では

年5回にならているO

社会的条件では,両地区の現在の状態は,その発展過怠を表わしているD開拓者の出身を見ると,

革1地区は満州開拓田の引揚者の集団入植が8割を占め,開拓団長であふた人が酪農の指導者とを

9満州での集団生活の揮験を生かして入植当時から強力に酪農を推進している｡一方第2地区は群

馬県内の戦災者等の寄9集まDで,中心と浸る指導者もおらず,開痕の初期には営農の方向も足せ

らをからた｡酪農の歴史が現在形の上で表われているのは集落形態セある｡酪農の導入が早 く,移

動不可能恵諸設備を早く整えた第 1地区は入植当時そのままの寄居分散農場型をとゥてお9,営農

方針が定まらず営農不振地区であった第2地区では移築が行われたため,疎居集団農場型と怒って

いるO

果,北蒔井沢が観光地として発展しつつあるたB,その都市的要素が入Pやすいか否かも問題把

をる｡地理的位置から嘗うと,第1･地区は都市的要素から離れた位置にあゥて純農村的色彩をもち

琴農成立の好条件の1つに怒 っているが>,第2地区性都市的要素が入9やすい位置にあ9,億の自

∴殊的社会的条件と共に酪農の成立しにくい条件となりでいる｡
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こうした自然的･社会的条件が複雑にからみ合うて,酪鹿融 ヒ凝第1地区では成立しやすく,第

2地区では成立し把((なゥているのであるo

酒勾川右岸地域の地理学的考察

諸 星 弘 子

調査地域は神奈川県の西端に属し,行政的には南足柄町･開成町･小田原市の一部を含4,酒勾

)H沖横地と箱根火山地域から成立やているO調査の目的を自然(帝に地形 )をベースとして展開盲

れる経済活動 (主に農業構造とその変化 )に主眼点を置き,この地域の地域性を追求することにし

た｡

酒勾川の沖横地比勾配が急で将に上流部杖高煉な扇状地的性格が強 く,下流部に至9三角洲性に

なる.沖構面は氾濫の時に残された徴高地面と掃流によ9洗われた旧氾渡原面に分類される｡箱根

火山地域は外輪山斜面,火山性fan,そして新期カルデラ形成直前に噴出した軽石流から怒る丘駿

があるが,共に輝石安山岩質の横と擬石,それを被う厚いロームからなる｡軽石流丘陵の周辺部に

は狩川に沿V,二段の段丘と,酒勾川に沿って一段の段丘が見られるo狩川段丘は箱根火山系の輝石

安山岩の段丘疎とそれを被いラビ1),スコt)ア混Pの荒いロ-ム層から構成されている.酒勾川本

流の段丘は富士火山系の玄武岩質のきれいをヲミナ層をもつ砂襟とロームから怠るがその段丘と各

地形面の対比鴨 比高,開析亀 ローム層qLJ中に含まれるスコ1)7, ラビ1)層を示準として行った.

平野部の農業は肥沃表土貌 鼻音夜水準恵まれ単位収量,晶質共にすぐれ神奈川の穀倉地帯を成

しているカi近年富士フィルヰを中心とする工場群の増加をどの都市機能の増加とともに水田面横

の減少,利用率の低下現象が目立ち 1毛田がS55年に22好であったのがS40年には70多

に急増して粗放化が著しい｡水田農業は農業用水の間琴 農業慣行,そして開成町の農業構造の三

点から考察した総革 都市化による農業の分解は著しく,工場･住宅地化の影響(工場の増加で)･

労働力の流出･農業用水路の不備･古来の農業水利併行等によ9,生産性の停滞が激しく,多 くの

農家は土地を農業の手段というよ9,授機的を意味で借上Dを待ウている現状にある｡丘陵部で壮

商品作物としての相構栽培が農業の中心で,このミカy園は戦後帝にS57年前後に急増した新興

産地である｡ミカン栽培は,ll浄額の資本が必葛 .t'27生産性が高い,(3修 年性の為 1･0年位は経済
I

的に採算が合わ夜い,14滴鹿の栽培技術と市場対策の知織牽必要とする鳥夜どT,水田農業と異る

鶴 ミカyが特に年平均1･5℃以上の温度を必費とする温暖作物であるた晦,Aその地域は経済的栽
培の限界地であるO 日本全体の ミカy主産地が西部に移行している現牢,七の地域が比故的遅 く主
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